
東京都産野菜を都内学校給食へ普及

東京都瑞穂町 近藤ファーム 近藤 剛
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東京都西多摩郡瑞穂町

１．農園紹介

・都心から西へ40ｋｍ

・新宿から電車で１時間

・野菜、花、酪農、畜産、茶と
多様な農業

・住民一人当たり換算で農地
が東京都で一番多い
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・スタッフ

11人(社員3人、パート・アルバイト7人)

※農業高校卒業生や異業種からの転職

※高校生、子育て世代パートさん
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JGAP認証農場

食品安全、労働安全、環境保全の取
組を進める農場に与えられる認証
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•地元の学校給食への出荷からスタート

•現在は、自治体の枠を超え東京23区まで広がり、100校以上の
小中学校の給食に使われるようになる

•給食調理用に適した品種、栽培方法

•輸送手段の確保
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生産者としての取組効果
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利益率の向上

雇用、農地の拡大

生産量拡大

地場産率向上

①相場に左右されない価格

１同一市区町村

２同一都道府県

３国産

②調整出荷作業の簡便化



課題
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意欲的に取り組むことによって適地適作でない生産も増加

これまで地場で生産されていない品目や時期にも生産するようになる

病害虫、生理障害等発生しやすく安定した品質、収量が確保出来ない

学校給食の現場、生産者の経営にも悪影響

生産中止へ、地場野菜使用率頭打ち



•栄養士、栄養教諭の方々の農園見学受入れ

•学校への出前授業

•農園便りによる生産現場の状況を発信

• オンライン農業体験
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学校給食関係者と生産者の相互理解、情報交換の推進



生産者 給食センター

生産者
運送事業
者

食品卸事業者 各学校

近隣地域

遠方地域

事務関係は地元JA

大きな課題として「輸送」がある

集荷直送対応 配送、提案、学校
とのやりとり等

生産から給食として配膳されるまで、多くの人が関わっており、どこか一つのプレイ
ヤーが抜けてしまうだけで地産地消の食材が提供出来なくなってしまう
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近藤ファーム
近藤剛

ご清聴ありがとうございました

10


